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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

· 4/20まで期日前投票支援の送迎あり。便数及び出発時刻を4/20　21両日　一部変更。
　　①11:10 南山前出発　戻り予定　11:50
　　②12:10 病院前出発　戻り予定　12:50
期日前投票の送迎を利用した人は、確実に法人に対して自分の姿勢（資質）を証明（アピール）できる利点がある為送迎バスを利用すること。

· 健康診断の問診票を、各自記入し健康診断を受けること。健康診断は4/23（月）8：00～11：30からとなっている。

· 4/27（金）午後からOT実習生（東北メディカル学院・関川さん）の見学予定。

· 本日15：20から食事管理委員会が開催される。

· 春の会の会費5,590円（不参加者は1,590円）を4/20　12:00～13:00までに病院2F会議室で支払うこと。

· 5/2（水）の部署懇談会に伴い、勤務変更を行う予定。

· コメディカルグループの懇談会が4/24（火）に行われる予定。会費は下平PSWへ24日までに支払うこと。

＜外来情報＞

· 中居　松男様　～時々頭に針を刺したように痛くなると話されている。

· 中居　美津子様～お姉様とアパート見学に行かれていると報告あり。お姉様が保証人にならない　

為部屋捜しは困難で、本日は第2候補のアパートを見に行くとの事。

・柳町　信之様　　～昨日、肛門部から出血があったとの事。

＜利用者様情報＞　

· 種本　サハ様　～昨日より「具合が悪い。疲れている。南山苑に入ったらいいのか。」と話さ　

れ、プログラムやミーティングにも参加されず休まれている。食事は全量摂取されている。本人より、同じグループホームの淡路様や冨田様からいじめられていると話されているが、他者より確認すると「人の分まで掃除しなくてもいいのに必要以上に掃除を行い、いつも疲れた疲れたと話している。私達の方がいじめられているようだ。」と話されている。デイナイトケアでも同様に必要以上に掃除を行い自分だけ使用する掃除用具を持参されている為、掃除用具は持ち帰るように、自分の掃除当番以上に掃除を行わないように促し主治医へ相談するように話している。

　　　　　　　　　⇒本人より、体調不良の訴えあり、早く帰りたいと話があった際は、

・バイタル測定を行う。

・バイタル値に異常のある場合は主治医及び関連部署に報告し対応していく。

・バイタル値に異常のない場合は、様子観察しながら定時まで居れるように促
がしていく。

・袴田　淑子様　　～現在外泊訓練の為、自宅からデイケアへ通所されているが、午前のプログラム時に居眠りをされている。自宅での様子について確認すると、「22：30～7：30まで眠る事が出来ている。朝はパッと目が覚める。お姉様との関係は上手くいっている」と話されている。

⇒疲労感が伺える為、本人が早めに通所された際は横になって休んで頂き転倒にも注意していく。

· 中居　美津子様～昨日のナイトケアへ少し遅く通所され「（お姉様と一緒に）アパートを見に行っ　

て来た。青明舎とうみねこ幸房には言っているけれど、誰にも言わないでほしい。保証人の関係で上手くいかない。4件ぐらい候補が挙がっているが今日も見てくるかもしれない。」と話されている。ナイトケアへ遅れて通所する時は必ず連絡するように話している。

· 宮　陽子様　　～本人より「頭が痛い、重い感じがする。横になりたい。」と不調の訴えあり。青　

山荘より、テンションが不安定である事、退所者が増えている事への焦りや早く退所したい事、うみねこ幸房の利用日数を増やしたいと話されている事が情報提供あり。また、青山荘スタッフへの不満も話されている。

⇒これからもテンション不安定になる可能性がある為、本人より訴えがあった際は訴えを傾聴していきましょう。

・横山　耕生様　　～他者の青山荘スタッフの不満を聞いて自分も不安になり、誰に相談したらいいのかわからなくなったとスタッフへ相談されている。

　　　　　　　　　⇒今後、同様の訴えがあった際は、担当スタッフへ相談し話し合うように促す。また、担当スタッフは本人がどのように考えているのか投げ掛けて振り返って頂く。

· 大久保　律子様～ご主人様より「自分は毎日酒を飲んでいる。律子は酒を飲んでいない」と話され

ているが、時折、本人から「居酒屋行ってビール飲んで来た」と話しを聞くことあり。本人より飲酒の確認がとれた場合は、外来カルテへ記載し主治医へ情報提供していく。

＜事例検討＞

松永　勘五郎様（59）統合失調症　

ナイトケア利用開始　平成14年12月30日（4年3ヶ月）　　出席率　90～100％

＜本人のナイトケアでの目標＞　なし　

＜ナイトケア治療計画＞　実生活の基礎を固める所に重点を置いて指導・援助していく。注意すると不機嫌となる為、やさしく声掛け・援助していく。遅刻・欠席する際は連絡するよう促していく。

⇒日常生活が円滑に行われているかどうかの確認し、援助できる部分は援助していく。　　と変更している。

＜問題点と対処法＞

· 手荒れがひどくなっている　

⇒スタッフが観察し記録に残す。手洗い後、軟膏をつけるように促す。

· 欠席の連絡がない事があった

⇒定期的に面談を実施し、その都度、欠席時や遅刻する際は、連絡するように約束している。現在は欠席時連絡出来ている。

· 食生活に偏りがある（主食はアンパン）

⇒弁当の購入は週1回。体重の変動は見られない。引き続き、バランスの良い食事を摂るように声掛けしていく。

· 自主活動は何もせず座っている

⇒本人「卓球等　皆がやるんだったらやる」と話される為、全員で行うプログラムを引き続き取り入れていく。プログラム時、孤立している場合は声掛けする。

· 箸をつまようじ代りに使っている

⇒マナー講座や面談等を通し、マナーについて説明していく。

赤坂　順市様（43）統合失調症　

デイケア利用開始　平成12年5月11日（6年10ヶ月）

出席率　祝日や週に1.2度買物で欠席される為　70～80％

＜本人のデイケアでの目標＞

99kgまで減量する。1ヶ月1kg減らす。

＜デイケア治療計画＞　対人交流、余暇活動など活動性を高められるよう支援する。

自己の病気を正しく理解し、ストレスにうまく対処しながら生活できるように支援する。

⇒体重増加傾向にある為、運動の促しとバランスの良い食生活をおくれるよう個別に栄養指導を行い援助する。

　生活習慣病等に関する理解を促す。　　　と変更している。

＜問題点と対処法＞

· 体重増加傾向

⇒・主治医よりウォ－キングを促されデイケア棟内を歩かれている。ウォーキング時、猫背の為、姿勢に気をつけるよう声掛けしていく。

・運動器具で運動するように促すが1.2度しか行われず「ウォ－キングの方がいい」と話される為、通所時に周辺を散歩してくるよう促す。

· 食生活について深く考えていない

　　　　　　⇒個別で栄養指導を行い、食生活や運動を促す。

· 昼食を大盛りにしている

　　　　　　⇒普通盛りにするように促す。

　　　　　　　今後も大盛りが続くようであれば台車に配膳する事を本人ヘ説明し、実施する。

　










